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研究成果の概要（和文）：現代的なコミュニケーション能力を構成する要因について、様々な日

常的実践における伝達の成否を考察し、そこに共通する要因として、言語使用におけるスタイ

ルの「変移」、合意形成に向けた参与者間の「共創」、および非言語的要素を活用した（広義の）

「身体化」という特徴が遍在することを提案した。その成果は、各種研究会や学会での研究発

表、国内外の出版社からの論文集および専門誌特集号（継続中）という形で結実した。 

 

研究成果の概要（英文）：By investigating various factors that constitute a modern notion 

of “communicative competence,” I examined different outcomes of communicative 

intentions in everyday practice, proposing that what underlie beneath them are such 

features as “variability” of language use, “collaboration” of participants toward 

mutual achievement, and “embodiment” of verbal and nonverbal elements in communication. 

The outcomes from the project include numerous presentations at meetings and conferences 

and an edited volume of collected papers and a (ongoing) special issue project for an 

international academic journal.  
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１． 研究開始当初の背景 

 「言語運用能力」という概念は、Saussure

によるラングとパロールの分類、ひいては言

語学における「言語能力」（competence）と

「言語運用」（performance）の対立に端を発

する 20 世紀言語学の 2 大潮流のひとつに由

来する。特に後者の研究は、北米言語人類学

者 Dell Hymesによって、「文法知識を含む言
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語使用のための言語文化的な知識・技能」を

射程に収める能力と定義された。しかし 20

世紀末以降の多様なメディアの出現の中で、

当初想定された以上に研究対象やテーマも

拡散しつつあり、「言語運用能力」の意義も

刻々と変化している。また、 Hymes の

「SPEAKINGモデル」は言語運用能力を分析す

るための要素と客観的な枠組みは規定した

ものの、そこから得られた知見を社会的に還

元するという視点が希薄である点は否めな

い。 

そこで本研究においては、 

“communicate”の本来の語義である “to 

share with others” という視点に立ち返り、

「指導・実践」という高度に人間的な行為場

面に注視することで、本研究で「伝達共有能

力」として敷衍する、「参与者間の理解と共

有」までも含めた、言語に限定されない包括

的運用能力の解明を目的とした。具体的な分

析対象として、（1）語学教育現場、（2）救命

措置の指導現場、（3）工場／工房などの製作

現場における技術指導、を取り上げ、言語／

非言語／環境要因のなかのどのような要素

が相互理解と知識・技能の共有化を推進する

誘因となるのかを検討した。 

 

２． 研究の目的 

本研究の目的は、さまざまな「指導・実践

場面」において依拠される「伝達共有能力」

の諸要素を可視化することで、「言語運用能

力」（communicative competence: Hymes 1972）

の概念を理論的かつ実践的に再検討するこ

とにある。20世紀後半以降における「コミュ

ニケーションの民族誌」研究を端緒として、

「言語運用能力」の定義は話し手／書き手の

能力から聞き手／読み手を含めた相互依存

的能力へと変化し続けている。 

その変遷を踏まえ、本研究では「聞き手へ

の指向性」が最大限に発揮される典型例とし

て、さまざまな「指導・実践」場面における

言語使用を取り上げた。そして、言語人類学

によるマクロな視点と会話／相互行為分析

によるミクロな視点を融合させることで、社

会において共有された言語観（言語イデオロ

ギー）と身体、環境を含むマルチモーダルな

方略が、どのように「指導の理解」と「技能

の共有」を定着させる要因となるのかを検証

した。その際に、高度産業化社会に典型的な

「マニュアル型」（つまり同一情報の一方向

的）指導法の功罪を、「定型」とその「拡張・

逸脱」を許容する創造的実践という観点から

再検討し、現代社会において求められる実践

的な「伝達共有能力」のあり方を考察・提案

することを目指した。 

よって、本研究の 3年の実施期間内に、以

下の問いに順次答えていくことを旨とした： 

(1) 知識の伝達／技術指導という人間にと

って根源的なコミュニケーション活動にお

いて、多様な指導場面に共通する、「理解と

技能の共有化」を推進するための方略を同定

する。 

(2) 上記(1)の考察を通じ、共有化のための

「指導・実践」に通底する文化的規範と相互

行為的プロセスを検討する。具体的には「暗

黙知 (tacit knowledge)」と参加者が協働で

築く「創発知 (generative knowledge)」の

相互作用に着目する。 

(3) 上記（1）、（2）における知見から、異な

る言語・文化で嗜好される、より効果的かつ

実効性の高い「指導・実践」のあり方を提案

する。 

 

３．研究の方法 

本研究は 3年をもって完結することを目指

した。そのための方法として。最初の 2年間

は研究代表者および分担者による「個別研

究」とグループ全体での「共同討議／ワーク

ショップ」による 2 並列で研究を推進した。

この間、研究代表者と分担者は個別にフィー

ルドワークとデータ収集を行い、談話資料の

書き起こしとともに分析を進めた。 

最終年にあたる平成 24 年度は、研究分担

者が研究組織から外れたため、研究代表者が

主に単独でこれまでの研究成果をまとめる

年度と位置づけた。具体的には、（1）研究成

果の集大成であるコミュニケーション能力

をテーマとした書籍の出版、（2）学会・研究

会・専門誌等における新たな成果の公表、そ

して（3）予定された未収録データの補充収

集である。 

 

４．研究成果 

 本研究によるおもな成果は、(1)研究課題

である「コミュニケーション能力」を多角的

に論じた研究発表と、(2)それらにもとづく

論文集の刊行である。これらを通じて、従来

個別に論じられてきたコミュニケーション

能力の全体像を示すとともに、将来的な応用

に向けた提言を行った。 

(1)まず研究発表としては、平成 24年度中

に片岡の主な活動母体である社会言語科学

会や日本語用論学会、国際語用論学会等にお

いて、教育・指導・職業実践にかかわる研究

発表を行い、参加者からさまざまフィードバ

ックを得た。これらをもとに研究を深化させ

るとともに、更なる発表機会へとつなげるこ



とができた。 

(2)論文集については、まず研究代表者片

岡と分担者池田が、2011年 2月に片岡の本務

校、愛知大学にて、ラウンド・テーブル「伝

達能力を再考する」を開催し、同年 6月に池

田の本務校である関西大学にて第 13 回言語

科 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム （ Reconsidering 

"Communicative Competence": Findings and 

suggestions from fieldwork/ empirical 

research）を開催した。これらの機会は、そ

の後の論文集刊行と専門誌特集号を見すえ

て企画され、発表者には刊行を前提に発表と

論文執筆を依頼した。まず、前者のラウン

ド・テーブルにおける発表論文の多くは、「コ

ミュニケーション能力の諸相―変移、共創、

身体化―」というタイトルで平成 25 年 3 月

にひつじ書房より刊行された。そこにおいて

は、コミュニケーション能力の現代的特性を

「変移」，「共創」，「身体化」という 3つのキ

ーワードから検証します。 

また、後者のシンポジウムの概要は、「日

本言語科学会」が発行する学会誌、Studies in 

Language Sciencesの 12巻に収録予定である

（印刷中）。さらに、Elsevier 社の言語学・

談 話 研 究 の 専 門 誌 、 Language & 

Communication において当該テーマで特集号

を組むことが了承され、片岡・池田の他にア

ムステルダム大学人類学部教授Niko Besnier

氏を編者に迎えて編集作業がほぼ終了した。

執筆者は、上記シンポジウムの発表者に加え、

編者のネットワークを駆使して国内外から

言語教育、言語人類学、談話研究の専門家を

迎え、2013年秋の刊行を目指している。 

最後に、当初予定しながら十分にデータ収

集が行われていない対象分野があった。具体

的には、新たなテクノロジーを用いた日本語

教育場面と、職業実践における談話データが

それに当たり、国内外にて数回データの補充

を行い、当面の分析に必要な書き起こしデー

タのアーカイブ化をほぼ完了した。 
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